
明

閣

の

一

樹

齢

中

心

何

柿

一

団

艶

目

出

J

判

精

一

間

玉

南

一

日

一

司

一

引

湘
子
一
司
蜘
一
和
一
川
一
泊
一
昨
一
山
一
同
一
日
一
新
一
問

的
一
）
－

M
－
）
一
一
一
一
酬
明
石
一
副
一
一
一
一
か
一
十
一
同
一
伺
一
概
一
ト

同
一
港
一
口
一
市
一
心
一
高
ぐ
一
イ
一
ト
一
－

J
J

一
（
一
グ
一
ム
一
県
一
東

）
一
件
一
寸
一
一
江
崎
一
ツ
一

G
一
）
一
二
一
己
伺
一
月
一
と
一
ア
一

χ
一
ご
山
一

G
一ぐ

市
一
」
日
一
周
一
日
一
川
一
斗
J

一
設
一
市
一
ケ
亡
ニ
ト
一
fat
－－‘一口一
E

ン
一
イ
一
ォ
一
療
一
ア
一
小

型
東
一
U
U
一
り
一
ペ
一
万
一
耀
一
顕
一
以
一
江
一
閃
一
刀
一
日
一
以
一
ば
一
刀
一
伸
一
ゼ
一
4
4

横一

G
一
業
一
叱
一
一
一
ハ
）
一
吹
一
横
一
工
て
三
山
一
ワ
一
川
一
ク
一
ウ
一
リ
一
ぺ
一
ハ
一
れ

j
l
R
一
主
一
ズ
一
日
一
幻
一
六
一
川
一
二
コ
一
刈
一
ズ
一
日
一
ト
一
川
一
江
一
淵
一
。
一
防

勝一

κ一
装
て
三
ン
一
町
一
京
一
和
一
イ
玄
忍
一
以
一
一
一
装
一
ツ
一
本
一
浴
一
士
一
ノ
一
河

側
一
別
一
躍
一
戸
一
三
月
一
知
一
対
一
一
わ
一

E
M一
一
回
ニ
国
一
一
一
一
昨
一
島
一
生
以
一
段

阪
市
）
は
排
除
措
置
命
令
の
一
せ
な
ど
は
コ
ン
サ
ル
2
社
が
一
独
禁
法
は
複
数
の
企
業
が

る
。
み
が
出
る
。
公
取
委
は
既
に
一
実
施
し
て
い
た
と
い
う
。
談
一
話
し
合
い
、
受
注
予
定
者
や

対
象
と
な
る
の
は
施
工
会
一
各
社
に
処
分
案
を
通
知
し
一
合
対
象
と
な
っ
た
工
事
は
1
一
入
札
価
格
を
事
前
に
調
整
す

社
が
長
谷
エ
コ
ー
ポ
レ
i
シ
一
た
。
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
一

0
0件
以
上
と
み
ら
れ
る
。
一
る
談
合
を
「
不
当
な
取
引
制

ヨ
ン
傘
下
の
長
谷
エ
リ
フ
ォ
一
最
終
決
定
す
る
。
一
公
取
委
は
お
年
3
月
以
一
限
」
と
し
て
禁
じ
て
い
る
。

i
ム
釜
忠
告
）
、
大
京
一
関
係
者
に
よ
る
と
、
各
社
む
劃
恥
叫

U引
け
劃
一
公
取
委
は
同
法
違
反
を
認
定

子
会
社
の
大
京
穴
吹
建
設
一
は
遅
く
と
も
2
0
2
1年
秋
二

i
b
sア
ザ

mm二
し
た
場
合
、
排
除
措
置
や
課

（
高
松
市
）
な
ど
一
ニ
十
数
社
。
一
以
降
、
関
東
に
あ
る
マ
ン
シ
一

r
h
r川附
閣
一
徴
金
納
付
を
命
じ
る
こ
と
が

公
取
委
は
計
約
時
億
円
の
課
一
ョ
ン
管
理
組
合
が
発
注
し
た
一
降
、
各
社
に
立
ち
入
り
検
査
一
で
き
る
。
一

て
い
る
。
公
取
委
は
チ
ェ
ッ
一
談
合
に
は
業
界
大
手
も
加
わ
一
徴
金
納
付
命
令
も
出
す
。
一
大
規
模
修
繕
工
事
の
見
積
も
一
を
実
施
。
収
集
し
た
資
料
や
一
公
取
委
は
近
年
、
物
価
上
一

ク
役
の
コ
ン
サ
ル
も
関
与
し
一
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
多
数
一
設
計
コ
ジ
サ
ル
の
朔
設
計
一
り
合
わ
せ
な
ど
で
事
前
に
話
一
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
一
昇
に
乗
じ
た
談
合
＠
カ
ル
テ
一

た
受
住
調
整
が
価
格
競
争
を
一
の
管
理
組
合
が
過
大
な
支
出
一
（
東
京
＠
渋
谷
）
と
リ
ノ
シ
一
し
合
い
受
注
予
定
業
者
を
決
一
通
じ
、
受
注
調
整
の
実
態
解
一
ル
の
摘
発
に
力
を
入
れ
て
い
一

妨
げ
て
い
た
と
判
断
し
た
。
一
を
強
い
ら
れ
た
恐
れ
が
あ
一
ス
コ

l
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
（
大
一
め
て
い
た
。
見
積
も
り
合
わ
一
明
を
進
め
て
い
た
。
一
る
0
4
月
に
軽
油
販
売
の
価
一

成
か
ら
施
工
会
社
の
選
定
支
得
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
一

「

躍

す

言

一

立

関

鏡

監

ト

援

、

工

事

の

監

理

ま

で

を

担

「

性

善

説

」

に

立

て

な

い

場

一

一

議

炉

長

官

」

立

書

離

藤

一

一

よ

議

ん

う

。

施

工

会

社

に

任

せ

き

り

合

、

管

理

組

合

は

さ

っ

備

え

一

に
せ
ず
第
三
者
的
な
「
プ
ロ
る
べ
き
か
。
首
都
圏
の
管
理
一

今

回

浮

上

し

た

の

は

予

算

湾

、

お

年

が

1
6
1
＠
1
一
一
げ
の
視
点
」
が
入
る
の
が
強
み
組
合
役
員
が
参
加
す
る
マ
ン
一

…

の

膨

張

を

防

ぐ

は

ず

の

コ

ン

、

だ

っ

た

。

で

、

国

交

省

の

幻

年

度

調

査

シ

ョ

ン

管

理

組

合

理

事

長

勉

一

…

サ

ル

タ

ン

ト

が

談

合

に

関

与

修

繕

は

防

水

工

事

な

ど

が

で

大

規

模

修

繕

の

8
割
が
同
強
会
の
応
田
治
彦
代
表
は
一

…

し

て

い

た

「

背

信

」

の

構

図

中

心

と

な

る

。

中

東

情

勢

の

方

式

だ

っ

た

。

「

業

者

へ

の

丸

投

げ

を

脱

し

二

．

…

だ

。

物

価

上

昇

に

よ

る

修

繕

悪

他

を

受

け

足

元

で

も

ナ

フ

透

明

性

が

高

い

方

式

の

は

組

合

側

が

主

体

的

に

修

繕

工

一

…

積

立

金

不

足

は

深

刻

さ

を

増

サ

を

主

原

料

と

す

る

防

水

材

ず

だ

が

今

回

は

チ

ェ

ッ

ク

役

事

に

不

正

が

な

い

か

検

証

す

一

…

…

し

て

い

る

。

運

用

状

況

の

監

の

価

格

は

上

昇

。

積

立

金

の

に

よ

っ

て

骨

抜

き

に

さ

れ

て

る

姿

勢

が

求

め

ら

れ

る

」

と

一

…

視

な

ど

管

理

組

合

の

自

衛

が

負

担

増

は

区

分

所

有

者

の

合

い

た

構

図

が

浮

か

ぶ

。

関

係

話

す

。

…

…

欠

か

せ

な

い

。

意

形

成

が

難

航

す

る

ケ

i
ス
者
に
よ
る
と
コ
ン
サ
ル
2
社
例
え
ば
、
見
積
も
り
合
わ

国

土

交

通

省

に

よ

る

と

、

も

あ

る

。

資

金

不

足

は

今

後

は

受

注

調

整

が

あ

っ

た

と

さ

せ

で

示

さ

れ

た

金

額

が

妥

当

…
…
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
2
0
2

さ
ら
に
悩
み
の
種
と
な
る
可
れ
る
見
積
も
り
合
わ
せ
な
ど
か
ど
う
か
の
検
証
を
外
部
機

……

4
年
末
時
点
で
全
国
に
約
7

能
性
が
大
き
い
。
に
幅
広
く
関
与
し
て
い
た
。
関
に
依
頼
す
る
の
が
有
用
だ

…
1
3万
一
戸
。
推
計
主
6
0
0

コ
ス
ト
を
下
げ
つ
つ
品
質
一
般
的
に
コ
ン
サ
ル
は
取
と
い
う
。
大
規
模
修
繕
委
員

…

万

人

が

住

む

。

不

動

産

経

済

を

維

持

で

き

る

と

し

て

ー

こ

引

規

模

に

比

例

し

た

マ

i
ジ
会
を
立
ち
上
げ
る
際
は
管
理

…

…

研

究

所

（

東

京

。

新

宿

）

の

の

間

注

目

さ

れ

て

き

た

の

が

ン

を

受

け

取

る

。

管

理

組

合

組

合

側

の

メ

ン

バ

ー

を

手

厚

日
調
べ
で
は
、
お
年
も
5
万
9

「
設
計
監
理
方
式
」
と
呼
ば
の
信
頼
を
集
め
て
案
件
を
獲
く
任
命
し
、
コ
ン
サ
ル
に
よ

9
4
0一
戸

の

新

築

マ

ン

シ

ョ

れ

る

発

注

方

法

だ

。

得

し

な

が

ら

も

＼

期

待

さ

れ

る

業

者

選

定

な

ど

を

チ

エ

ツ

ン

が

発

売

さ

れ

た

。

管

理

組

合

が

選

ん

だ

設

計

る

役

割

に

背

い

て

談

合

に

関

ク

し

や

す

く

す

る

体

制

づ

く

快

適

な

居

住

環

境

の

確

保

コ

ン

サ

ル

が

修

繕

計

画

の

作

与

し

ー

パ

ッ

ク

マ

ー

ジ

ン

を

り

も

重

要

だ

と

し

て

い

る

。

関
東
の
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
で
談
合
を
繰
り
返
し
た
と
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
施
工
会
社
切
社
超

と
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
シ
ト
2
社
の
独
占
禁
止
法
違
反
（
不
当
な
取
引
制
限
〉
を
認
定
し
、
再
発
防
止
に
向
け
た
排
除

措
置
命
令
を
出
す
方
針
を
決
め
た
。
関
係
者
へ
の
取
材
で
日
日
分
か
っ
た
。

2026年（令和8年） 6月 12臼（金曜日）

司港

ン
シ修
ヨ繕
ンの
カ＇＼＇ s寺
増期
えを
る迎
なえ
かる
、て7

を建
背築
景資
に材

亀震
SOI I I I I I i 費 や
2013年14 19 21 23 25 は人

上手
（注）15～18年は調査未実施。19年以隆は隔年妻手弓く
（出所）経済調査会「マンシヨン修繕費指数J し足

マンシヨン鯵繕費の推移
（指数、2013年口100)

25年の1戸平均γ／
150方向 ／ 

160 

140 

120 

100 

建畠来斤

マンション修繕談合の構函

~?J誌点豆バ又Eヨ

（注）取材に基づく

1験

と
資
産
価
値
の
維
持
＠
向
上

の
た
め
、
国
交
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
一
定
期
間
が
経
過

し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
修
繕
工

事
が
重
要
だ
と
指
摘
す
る
。

た
だ
同
省
の
5
年
ご
と
の
調

査
に
よ
る
と
＼
お
年
度
時
点

で
お
＠

6
%の
管
理
組
合
で

修
繕
積
立
金
が
計
画
上
の
金

額
よ
り
不
足
し
て
い
た
。

建
築
資
材
費
や
人
件
費
が

上
昇
し
、
当
初
想
定
を
上
回

っ
た
例
が
多
い
と
み
ら
れ

る
。
経
済
調
査
会
（
同
＠
港
）

に
よ
る
と
、
お
年
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
修
繕
費
は
1
戸
当
た

り
平
均
約
1
5
0万
円
。
日

年
を
1
0
0と
し
て
指
数
化

す
る
と
お
年
が
1
3
8
＠
9

格
カ
ル
テ
ル
事
件
で
石
油
販

売
5
社
を
独
禁
法
違
反
容
疑

で
刑
事
告
発
し
た
。
今
月
2

日
に
も
派
遣
料
金
の
引
き
上

げ
を
巡
っ
て
価
格
カ
ル
テ
ル

を
結
ん
だ
と
し
て
、
人
材
派

遣
大
手
5
社
を
立
ち
入
り
検

査
し
た
。

、外部機関に検証依頼
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